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出産育児一時金の改正および
医療機関への直接支払制度のお知らせ
【国民健康保険の出産育児一時金が４２万円になります】

　国民健康保険の加入者が出産した際に支給される「出

産育児一時金」が、現行より４万円引き上げられ４２万円

（現行３８万円）になります。（出産期間が、１０月１日から

平成２３年３月３１日までの間の出産が対象となります）

　ただし、在胎週数２２週未満の出産（流産など）、産科

医療補償制度【注１】に加入していない医療機関での出

産などの場合は３９万円（現行３５万円）になります。　

　【注１】産科医療補償制度とは、出産に関連して発症し

た重度脳性まひ児に対する補償金の支払いに備えるため出産機関が加入（任意）する制度です。

【出産育児一時金の医療機関への直接支払制度が実施されます】

　同じく１０月１日から平成２３年３月３１日までの間の出産については、出産育児一時金の医療

機関への直接支払制度が選択できます。

　医療機関への直接支払制度とは、医療機関が世帯主に代わって出産育児一時金の支給申請

および受け取りを行い、利用者は出産後の退院時に、出産育児一時金支給額を超えた金額のみ

支払う制度で、出産費用を支払う際の経済的負担の軽減を図る制度となっています。

【医療機関への直接支払制度を利用する場合】

　　出産する医療機関で直接支払制度の説明と利用の意思確認がありますので、制度を利

　　用する場合は、医療機関と出産育児一時金の支給申請および受け取りの代理契約を締結

　　します。

　　　これにより、利用者は退院時に出産育児一時金支給額を超えた金額のみ支払うことに

　　なります。

　　出産費用が出産育児一時金支給額を下回った場合は、その差額を支給しますので、お近

　　くの総合支所市民福祉課の窓口で、出産費用の明細書、印鑑、世帯主名義の通帳（世帯主

　　名義以外の口座に振込を希望する場合は委任状が必要）を持参して申請してください。

【医療機関への直接支払制度を利用しない場合】

　　出産後、お近くの総合支所市民福祉課の窓口で、印鑑、出産費用の明細書、世帯主名義

　　の通帳（世帯主名義以外の通帳に振込を希望する場合は委任状が必要）を持参して申請し

　　てください。

【問い合わせ】市民生活部　国保年金課保険給付係　緯０２２０（５８）２１６６

①医療機関に保険者証

　の提示、直接支払制

　度利用の契約

→

出産者 国保連合会・市役所医療機関
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　のみを支払う
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く
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仮
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昨年行われた「まちづくり条例に関する提言書」の提出


